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講演者：トム・エーリク・アーンキル氏
タルヤ・ヘイノ氏
（講演は英語で行われますが、通訳がつきます）

どなたでも参加できます。直接会場にお越しください。

講演者プロフィール

主催：

協力：
お問合せ：

広島大学ダイバーシティ研究センター
広島大学インキュベーション研究拠点「ダイバーシティ＆インクルージョン科学の構築と実践のための研究拠点」

NPO法人 ダイアローグ実践研究所
ダイバーシティ研究センター E-mail: diversity-center@hiroshima-u.ac.jp

プログラム

12:30-12:40
12:40-14:10
休憩

14:20-15:40

休憩

16:00-17:30

17:30-18:00

趣旨説明 松嶋 健（広島大学大学院社会科学研究科准教授）
「ダイアローグとは何か？」（講演と実践）トム・エーリク・アーンキル

「関係者が複数かかわる複雑な状況における未来語りのダイアローグ」
トム・エーリク・アーンキル

「脆弱な立場におかれた子どもたちの安全のための
ファミリー・グループ・カンファレンス」タルヤ・ヘイノ
質疑応答

トム・エーリク・アーンキル（Tom Erik Arnkil）
1950年生まれ。社会科学博士。フィンランド国立保健福祉研究所
（THL）教授として長年、サイコソーシャル・ワークにおけるネットワー
ク・アプローチとダイアローグ実践の研究開発責任者を務めた。30
年にわたるその成果が、ED（Early Dialogue 早期ダイアローグ）お
よびAD（Anticipation Dialogue 未来語りのダイアローグ）に結実
している。定年退官後はTHL名誉教授として、世界各地でダイアロー
グの普及のための研修を行なっている。その貢献に対して昨年、アメ

リカ家族療法学会賞をオープンダイアローグの開発者ヤーコ・セイ

ックラとともに受賞。日本語で読める文献として、『オープンダイアロ

ーグ』（共著、日本評論社、2016年）、『あなたの心配ごとを話しまし
ょう∼ 響きあう対話の世界へ』（共著、日本評論社、2018年）がある。

タルヤ・ヘイノ（Tarja Heino）
社会科学博士。タンペレ大学で教鞭をとる他、THL教授として
フィンランドにおける児童保護実践の研究開発責任者を務め

ている。35年にわたり国の児童保護のプログラムとガイドライ
ンの作成に関わり、子どもの権利を促進したその仕事に対して

二度、フィンランド政府から賞を受けている。また、ネットワー

ク・アプローチとダイアローグ実践の促進にも積極的で、特に

子どもの視点からのファミリー・グループ・カンファレンス

（Family Group Conferences）に関しては、フィンランドおよ
び北欧における第一人者として知られている。児童保護のため

のNGOであるPesäpuuの代表も務める。

日時：平成31年4月7日㈰ 12:30∼ 18:00
会場：広島大学東千田キャンパスA棟5F 501教室
https://www.hiroshima-u.ac.jp/access/senda

参加費無料
申込不要


